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表 － 7．1．1 （2 ） 重 要 な植物 種 の移植 方 法 の検討 結果 （そ の 1）

稚 欝箇所 兼薙様式 移植方法 現況及び移植地の環境状況

篭名

醸
書
灯

の
改
変
部

空
港
施

設
予
定
地

生存
様式等

胞子又は

花粉の
移動様式

稚子の散
布様式

生育無我 採取・
兼兼方法

♯書、移括
専の実例の

有無

使用税材 運搬方泣 手法 実験 移植株数 移植 他の乗境状況

及 び配点事項

移植による
溌乱などの彰書

掘取り 実例無し。
スコップなどによ

る根掘り．人力作
菓。

租周りを新開
紙等で包み、

植穴に構え込

み水を与え、
乾煉及び土壌

空港施設予定地であるゴルフ
境内のトキワギョリュウ群落（捷林
内のやや湿った林内に 1株 。

航空庫専予定地である舛 山東
山頂部のリュウキュウマツ群落
（植林）内のやや湿った林内に 3

株。

本程は疎林内のやや湿地に生育する。
空港施設予定地の株は、近熊の類似尭兼であるトキワギョ

ジュウ（高木林）群落に移植する。
移植地と同一種生のトキワギョリュウ（高木林）群落の柾生
調査結果は、草本虐（高さ1めの出現態は14～ 19種 、桂 被 率

は 10－2 0％ となっており、移溝地のトキワギョリュウ群落も同
様であると考えられることから、十分な移植スペースを確保

できると考える．移植地は現況で生育が確認された植生と同
じであり、スペースも確保できることから、生育藻境として適し

空港蒐役予定地

の珠 についてlま、
移 植数は1株 のみ

であることから、沸
乱などの影書はな

いものと考える。
航 空障専灯予定
地についてほ、や

むを得ない場合は

ミヤコゾマハナワラビ
（ハナヤ刈科） ● ●

草本類・
地上性

風媒

水族
種子なし やや湿っ

た林床
株分け 実例集し。

掘取り後、はさ

み、ナイフ等で株
分けし、育苗後に
定植。

土♯袋等で

搬出。
涜亡を防ぐた

め枯葉等でマ

ノレチング
なお、株分け

及び胞子採取
による栽培 に

ついては株移
権を♯亮する

目的で 必要

実例がな

いため実
扱が必要

ていると考える。生態及び兼津様式を考慮すると、移植後の

括着や繁殖については不確実性が高いが、消失による影響
を可能な限り低減ナるため移確を行う。なお、乾換に弱い種

であることから、移植後は慎重な管】聖が必要である。
航空障害灯予定地については可能な限り改変を避けるも

のとするが、やむを待ない券合は直近に移植ナる。移横地
は、植生訴査を行ったリュウキュウマツ群落の近辺であり、植
生帝査結果から草本層（高さ0．8m ）の 出現程は18壱 とやや 多

いが、植被率が10％と低 いことから、十分な移猛スペースを

直近に移推する。
直近に移植するこ

とから溌乱などの影
書 はないものと考え
る．

胞子採取（秋－ －

春）
無菌培地への胞

子播き

実例無し．
無菌培地内で発
苗を、外界の東境

に馴化（頼化）が必

芽、受精した
に廿らすため

・要．

Jヽ l
に応 じて行うも

のとする。

確保できると考える。また、直近に移植することから、土壌粂
件などは現況とほぼ同一であり、生育環境として遺している

と考える。なお、乾集に弱い程であることから、移柾後は慎
重な管理が必要である。

掘取り
客鼻。実例
有り。

スコップなどによ

る根掘り。人力作
菓。

周囲の土及

び水と共に容

植穴に植 え込

み。
なお、株分け 実例を参

空港施設予定地である水田脇

の水路内に5珠．

本穫は水辺や湿地に生育ナる多年草である。
適切な移植地が事業実蒐区域周辺の公有地等には存在
しないことから、空港施設北側のボックスか レバート下流に

ビオトープ（池）を創出し、そこへ移植を行う。類似乗境を創

ビオトープ（池）内

で管理することから
珠乱などの影書は
ないものと考える．

ハンケ●ショウ
（ドクダミ科） ●

草本類・

地上性・
多年草

動物媒
風媒

主力散布
動物散布

水 田（湿
地）

妹分l刊根 茎の分
割）

容易。実例
有り。

掘取り後、ほさ

み、ナイフ等で株
分け。

単に入れて
搬出

及び種子採政

による栽堵 ・移
柾 については

株移植を補完
的 ・

考にする。 出することから、生育には適していると考えるが、移植後は

池の水位や水質なども含めた慎重な管理が必要である．

奄子採篭（6～8月

以 降）
実例無し。 プランター等で育苗後に定植。

する日 で、

必要に応じて
行うものとす
る．

実例がな

いため実
鼓が必要

アか ダク◆ス
（クスノキ科） ●

木本類
（低木～
中木）

動物媒

見張

主力散布

動物散布
山地林内

低木（lm以 下）は

推取り（余分な枝
や幹は切り落と
す）

中禾（1－ 3m ）は根
回し後振放り（余

分な枝や幹は切り
落とす） 実例無し。

スコップ、クワ等
による枝堀り。人
力作業。

根鉢を新開

紙、兼等で包
み、人力ある

いは織放で
搬出．

植穴に植え込

み水棲め（枚
鉢と現地盤の
隙間をなくす）
後、乾燥防止

にマ′レチン
グ、根動きや
倒木を防ぐた

め支柱設荘。
なお、挿し木
及び種子採取

実例がな

いため実
験が必要

航空群亨灯予定地であるカタ

フタ山山頂部のタブノキーコミノ
クロツグ群落内に1珠 。

本 巻は常緑の高木である。航空障害灯予定地については
可能な限り改変を避けるものとするが、やむを得ない歩合 は
直近に移植する．

移植地は、植生訴査を行ったタブノキーコミノクロツグ群落

の近辺であり、植生所査練兵から高木届（高さ10血 の檻 被串
ほ8 0％ と高 いが、亜高木層（高さ7m）～低 木屏（高さ4m）の植
被率は3 0～ 60 ％とや や低く、草本月（高さ0．8 m ）の出現 種は

22種 と多いが、株披率は5％と低いことから、十分な移権ス
ペースを確保できると考える。また、直近に移植することか
ら、土壌条件などは現況とほぼ同一であり、生育環境として
適していると考える

航空障事灯予定
地については、や

むを得ない尊合は
直近に移植する。
直近に移確ナるこ
とから鎌乱などの影

苧はないものと考え
る。

挿し木 プランター等で育苗後に定植．
による栽培 ・移
権については
珠移種を補完

○

種子採種（ま～

秋）

直挿き、またはプ

育苗後に定捷。

ランク一等で
する目的で、
必要に応じて

行うものとす
る。


